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今後の予定とＣブロックの検討状況

平成３０年２月２６日
荒川下流域を対象としたタイムライン（事前防災行動計画）専門部会

ブロック検討会
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１．今後のタイムライン検討の予定
■平成29年度
タイムライン専門部会（第２回）【Ｈ29年5月9日】

Ｃブロック検討会 【Ｈ29年11月17日】

・板橋区を対象に要配慮者利用施設の避難確保計画作成等の支援

Ｃブロック検討会（第１回） 【Ｈ29年12月15日】
・板橋区を対象に要配慮者利用施設の避難確保計画作成等の支援

タイムライン専門部会（第３回）【Ｈ29年12月20日】
・タイムラインふり返り、今後のタイムライン検討テーマについて

Ｃブロック検討会（第２回） 【Ｈ30年3月26日予定】
・板橋区を対象に要配慮者利用施設の避難確保計画作成等の支援
※各ブロック検討会を適宜開催

タイムライン専門部会ブロック検討会
【Ｈ30年2月26日】

・課題等を踏まえたタイムラインの改善について

■平成30年度
タイムライン専門部会【Ｈ30年出水期】

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）の改善

荒川下流タイムライン（拡大試行版）の運用
【Ｈ30年出水期～】

減災対策協議会 第２回幹事会
【Ｈ29年5月9日】

減災対策協議会 第３回協議会
【Ｈ29年5月19日】

減災対策協議会 第４回協議会
【Ｈ30年出水期前】

減災対策協議会
取組方針の取組状況調査依頼
【Ｈ30年2月末予定】

（参考：減災対策協議会関連）

Ｃブロックコア会議 【Ｈ30年2月13日】

減災対策協議会（準備会）
【Ｈ30年3月14日or16日予定】

減災対策協議会 第３回幹事会
【Ｈ30年出水期前】
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２．Ｃブロックの検討状況

■検討実施方針

• 平成30年出水期までに、「要配慮者利用施設の避難に着目したタイム

ライン（試行版）」の策定を図ると同時に拡大施行版の見直しを図る。

 過年度で積み残した防災行動及び検討によって新たに抽出された防災行

動について、関係者で協議し、解決を目指す。

 要配慮者利用施設の避難について現状を把握した上で、区の防災行動を

抽出・再整理する。

• 参加機関の「要配慮者施設に係る避難確保計画案」の作成や他の施設

も広く活用できる地域特性を加味した避難確保計画のひな形を作成す

るなど、要配慮者利用施設が参加する意義のある検討会とする。
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２．Ｃブロックの検討状況

■水害時の対応に着目した要配慮者利用施設の類型化

施設の類型 施設例 施設の形態 施設の営業 避難の形態
避難所の
種類

施設の責任

A
通所
サービス休止型

デイサービス、
学校、幼稚園

通所
（特定利用）

休所、
休校、休園

－ － 休所の連絡

B
通所
垂直避難型

保育園

継続

垂直避難 －
避難の支援およ
び保育の継続

C
通所
水平避難型

保育園 水平避難
一般的な
避難所

避難の支援およ
び保育の継続

D
通所
不特定型

外来病院
通所
（不特定利用）

休診 － － －

E
訪問
サービス休止型

訪問介護、
訪問入浴

訪問 休業 －
サービス休止の
連絡

F
入所
垂直避難型

特別養護老人ホー
ム、グループホー
ム、有料老人ホー
ム、ショートステイ、
サービス付き高齢
者向け住宅、老人
保健施設、小規模
多機能施設、病院

入所 継続

垂直避難 －
避難支援および
介護

G
入所
水平避難型

水平避難

一般的な
避難所

避難支援および
介護

H
入所
水平福祉避難型

福祉避難所、
病院

避難支援および
介護
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２．Ｃブロックの検討状況
■要配慮者利用施設における避難確保計画の作成

※要配慮者利用施設に係る避難確保計画作成の手引き（洪水・内水・高潮編） 国土交通省水管理・国土保全局 平成29年６月の別冊
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２．Ｃブロックの検討状況

済


